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令和２年度 事業報告 

１．大学地域連携課題解決支援事業 

（１）令和２年度実施事業として、継続 7件、新規 8件に助成を行った。 

（２）環びわ湖 大学地域交流フェスタ 2020 

12月６日（日）10:00～12:30 オンライン（ZOOM）で実施。 

今年度は、新型コロナウイルスの感染状況を踏まえ、感染のリスクを避けるため、デ

ィスカッション等により交流を深める地域の皆様との交流は中止とし、学生の中間報告

会（活動報告）のみオンラインにより実施した。 

（３）令和３年度実施事業を募集し、大学地域連携課題解決支援事業選考委員会（滋賀大学、滋

賀県立大学、成安造形大学、長浜バイオ大学、部会主担当）において選考を行い、継続 7

件、新規 12件の助成を決定した。 

２．学生支援事業 

（１）事業の実施 

「ＳＤＧｓにかかる取組の推進」をメインテーマとし、県内大学の学生により組織され

る学生委員会と連携し、持続可能な社会を実現する活動の情報を発信するブックレットの

制作事業に取り組んだ。ＳＤＧｓに関しての知識の伝授や情報提供、記事執筆の支援につ

いては、一般社団法人 SDGs Impact Laboratoryへ委託により実施した。 

（２）実施内容 

・ＳＤＧｓマップの作成 

・県内の大学でのイベントへの参加 

（立命館大学 Sustainable Week「SHIGA SDGs Studios 成果報告会」、滋賀県立大学「キ

ャンパスＳＤＧｓびわ湖大会 2020」） 

・ＳＤＧｓキャラバンの実施 

・アーバンデザインセンターびわこ・くさつ（ＵＤＣＢＫ）での展示 

・環びわ湖大学地域交流フェスタ 2020への参加 

・環びわ湖大学・地域コンソーシアムのホームページにてＳＤＧｓの取組の発信 

３．就職支援事業 

（１）合同企業説明会 

6件の合同企業説明会に協力した。 

（２）情報交換会、研修会 

〇滋賀県企業人事担当者と大学就職担当者との情報交換会：12月 10日（木） 

〇就職支援に関する意見交換会：9月 10日（木） 

〇大学就職担当者間の情報交換会・研修会：1月 22日（金） 

（３）学生対象就職イベント「しが就活塾」 

9月 26日（土）にWeb（Zoom）で開催した。 
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４．単位互換事業 

（１）新型コロナウイルス感染症に伴う対応として、単位互換履修生の受け入れ送り出しをすべ

て見送ることとした。

（２）新たに入会した、びわこリハビリテーション専門職大学を加え、単位互換にかかる包括協

定書を令和３年３月１８日付けで取り交わした。

５．広報事業 

（１）ホームページのデザイン変更、レンタルサーバーの移転 

令和２年１０月に環びわコンソーシアムのホームページをリニューアルするとともに、「Ｓ

ＤＧｓへの取組」のサイトを新たに立ち上げた。 

レンタルサーバーを移転し、メールシステムをMicrosoft365に変更した。

（２）ホームページの更新 

各事業についての「お知らせ」をホームページに掲載した。 

組織図・役員一覧・財務状況など「コンソーシアムについて」のページを更新した。 

ＳＤＧｓへの取組内容などの活動報告を記載した。 

６．滋賀県委託事業「県内大学等におけるリカレント教育振興のための政策研究事業」 

（１）ワークショップの開催（９月２５日、１１月３０日） 

第１回ワークショップ：「未来の滋賀をになう経営者・企業人」のイメージの共有と豊富化 

第２回ワークショップ：「未来の滋賀をになう経営者・企業人」になるための学びとは 

（２）開発プログラムの中間発表と参加者によるディスカッション（１２月２２日） 

中間報告会：「未来の滋賀をになう経営者・企業人」になるための学びとは 

（３）報告書の作成 

３月末に報告書を作成し、滋賀県に提出。環びわコンソーシアムのホームページに掲載。 

以上 
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令和２年度 大学地域連携課題解決支援事業 報告 

1． 担当 

主担当 滋賀大学 

副担当 聖泉大学、大津市、甲賀市 

2． 2020（令和２）年度事業報告 

第１回事業部会 6月 22日(月) 

・2020年度支援事業について 

・2020年度環びわ湖大学地域交流フェスタについて 

第２回事業部会 8月 21日(金) 

・環びわ湖大学地域交流フェスタについて 

  地域との交流会の中止 

  中間報告会のみオンライン開催 

第３回事業部会 10月 22 日(木) 

・環びわ湖大学地域交流フェスタ 2020について 

・2021年度部会予算について 

第４回事業部会 12月 23 日(水) 

  ・2021年度支援事業募集案内について 

・環びわ湖大学地域交流フェスタについて 

第５回事業部会 3月 22日(月) 

  ・2021年度支援事業の採択について 

・2020年度支援事業の報告について 

・環びわ湖大学地域交流フェスタ 2020について 

   日程：12月 6日(日) 10時から 12時 30分 

   場所：オンライン（ZOOM）で実施 

   内容：中間報告会 

今年度の大学地域交流フェスタについては、新型コロナウイルスの感染状況を踏ま

え、感染のリスクを避けるため、ディスカッション等により交流を深める地域の皆様

との交流は中止とし、学生の中間報告会（活動報告）のみオンラインにより実施。地

域課題解決支援事業 15件、学生事業部会１件、計 16件の活動報告。約 70名の参加者

があった。 
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・2020（令和 2）年度大学地域連携課題解決支援事業 実施事業一覧

事業 番号 大学 自治体 テーマ
支援額 

(円) 

決算額 

（円） 

継続 １ 龍谷大学 大津市 

「大津人（おおつびと）実践講座～”私が”

地域のためにできることを考える～」大学・

地域連携によるまちづくりの担い手づくり

「大人のアクティブ・ラーニング」プログラ

ムの開発

140,000 81,853 

継続 ２ びわこ学院大学 東近江市 親子ふれあい遊び事業 112,250 78,112 

継続 ３ 立命館大学 草津市 
「草津の魅力」を再発見！～草津市内に点在

する歴史資産を繋ぐ保存・活用手法の提案～ 
130,000 130,000 

継続 ４ 聖泉大学 東近江市 八日市「商店街にぎわい創出」プロジェクト 146,960 146,960 

継続 ５ びわこ学院大学 滋賀県 
地域の公共交通を維持確保していくための

モビリティ・マネジメントの研究
100,000 61,327 

継続 ６ 長浜バイオ大学 長浜市 
保育園児の農場体験を通して農業従事者の

減少課題を考えるイベントの実施 
105,000 0 

継続 ７ 龍谷大学 草津市 

訪日外国人旅行者（インバウンド）に向けた

草津の魅力発信～ふらっと寄りたい草津旅

～ 

110,000 108,920 

新規 １ びわこ学院大学 滋賀県 

大学生による子どもたちへの性犯罪予防の

SNS の使い方啓発活動～Ｓ（スマート）にＮ

（ネット）を使えばＳ（スマイル）に～

100,000 100,000 

新規 ２ びわこ学院大学 大津市 
就学前児童から科学の面白さを体感させる

実験・ものづくりプロジェクト 
110,000 98,936 

新規 ３ 滋賀県立大学 大津市 
「お弁当ラリー」を通じた「大津ナカマチ

SDGs 商店街」プロジェクト 
140,000 0 

新規 ４ 龍谷大学 東近江市 
「市」を通した地域の活性化－中山間の「位

置」エネルギーを創出－ 
110,000 81,030 

新規 ５ 立命館大学 甲賀市

甲賀の茶（朝宮茶、土山茶）の魅力を創造す

る旅、甲賀の茶（朝宮茶、土山茶）から発信

する「すべての人に健康と福祉を（SDGs）」

110,000 42,248 

新規 ６ 立命館大学 甲賀市
国史跡紫香楽宮跡を活かした地域振興につ

いて 
110,000 110,000 

新規 ７ 立命館大学 甲賀市
神仏習合の里、甲賀杣谷のストーリーブック

をつくる 
140,000 140,000 

新規 ８ 立命館大学 草津市 芦浦観音寺納豆再現プロジェクト 130,000 27,500 
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・2021（令和 3）年度大学地域連携課題解決支援事業 採択事業一覧 

 

 ❏活動提案の募集対象自治体 

滋賀県、大津市、彦根市、長浜市、草津市、甲賀市、東近江市 

❏募集期間 

2021（令和 3）年 1月 8日（金）～2月 19日（金）16時必着 

❏支援（助成）期間 

2021（令和 3）年 4月～2022（令和 4）年 3月 

 

事業 番号 大学 自治体 テーマ 
支援額 

(円) 

継続 １ びわこ学院大学 滋賀県 

大学生による子どもたちへの性犯罪予防の SNS

の使い方啓発活動 

～S（スマート）に N（ネット）を使えば S（ス

マイル）に～ 

100,000 

継続 ２ びわこ学院大学 大津市 

就学前児童から科学の面白さを体感させる実

験・ものづくりプロジェクト 

-大津市科学館「わくわくサイエンス」事業を活

用して- 

110,000 

継続 ３ 滋賀県立大学 大津市 
「お弁当ラリー」を通じた「大津ナカマチ SDGs

商店街」プロジェクト 
128,000 

継続 ４ 龍谷大学 東近江市 

地域活性化につながるモノ・コトの探求と吸引

力の創出 

（「市」を通した地域の活性化―中山間の「位

置」エネルギーを創出―） 

129,000 

継続 ５ 立命館大学 甲賀市 

朝宮茶の魅力を創造する旅 

甲賀の茶（朝宮茶、土山茶）から発信する「す

べての人に健康と福祉を（SDGｓ）」 

138,000 

継続 ６ 立命館大学 甲賀市 
国史跡紫香楽宮跡を活かした地域振興につい

て 
129,000 

継続 ７ 立命館大学 草津市 芦浦観音寺納豆再現プロジェクト 138,000 

新規 １ 滋賀大学 長浜市 

「サステイナビリティ・マップの創造」 

一言で言えない風景×都市住民をひきつける

空き家×地域コミュニティ力 

129,000 

新規 ２ 聖泉大学 彦根市 
十人十色プロジェクト 

（性の多様性を知ってもらおう！） 
138,000 

新規 ３ 滋賀県立大学 彦根市 
Explore Hikone‼～地域マップの多言語化を

通して多文化共生をすすめよう～ 
150,000 

新規 ４ 龍谷大学 滋賀県 
地域の笑顔を SNS で届ける 

―シニアボランティアの ICTツール習得支援― 
 75,000 

新規 ５ びわこ学院大学 東近江市 
東近江市中心市街地活性化に関する実証的研

究 
129,000 

新規 ６ びわこ学院大学 東近江市 

子どもの手がた足がたを用いたオリジナルグ

ッズづくりを通して、楽しもう、知ろう、広め

ようオレンジリボン運動×SDGｓ 

133,000 

新規 ７ びわこ学院大学 東近江市 

ポストコロナにおける大学生によるカナヅチ

児童を対象とした水泳教室 

～運動介入による小大連携への模索～ 

133,000 
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新規 ８ 
びわこﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼ

ｮﾝ専門職大学 
東近江市 

いきいき生活プロジェクト 

― 頭と体のリフレッシュ ― 
150,000 

新規 ９ 長浜バイオ大学 長浜市 
びわ湖の森の生き物「トチノキ」の電顕画像を

発信する 
128,000 

新規 10 長浜バイオ大学 長浜市 
河川再生プロジェクトと科学に対する学びの

場の提供 
124,000 

新規 11 龍谷大学 草津市 AR コンテンツを用いた草津の魅力発信 129,000 

新規 12 滋賀大学 彦根市 琵琶湖よ、自然に還れ“未来への遺産” 110,000 

・環びわ湖大学地域交流フェスタ2021

❏日 程：2021（令和3）年11月下旬から12月上旬 を予定

❏会 場：長浜市 ながはま文化福祉プラザ（さざなみタウン）(長浜市高田町12番34号)を予定

以 上 
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令和２年度 学生支援事業 報告 

 

１．担当 

  主担当 立命館大学 

  副担当 龍谷大学、成安造形大学 

  参 画 各大学 

 

２．事業計画概要 

2020（令和２）年度の学生支援事業は、「ＳＤＧｓにかかる取組の推進」をメインテーマと

し、県内大学の学生により組織される学生委員会と連携し、持続可能な社会を実現する活動

の情報を発信するブックレットの制作事業に取り組んだ。 

 

３．進捗状況 

（１）第１回学生支援事業部会議の開催と学生の募集 

    事業の実施にあたり、６月５日（金）に開催された第１回学生支援事業部会議において、

各大学担当者に事業計画を説明し、ＳＤＧｓに関しての知識の伝授や情報提供、記事執筆

の支援については、一般社団法人 SDGs Impact Laboratoryへ委託することとした。 

 その後、2020年７月１日～７月 10日の期間に学生募集をし、７大学 24名の学生から応

募があった。学生委員会に参加した学生は、以下のとおりである。 

所属大学 応募人数 備    考 

立命館大学 ５名  

龍谷大学 ２名  

成安造形大学 １名 ※第１回講義後に辞退 

滋賀大学 12名  

滋賀県立大学 １名  

聖泉大学 ２名  

びわこ学院大学 １名  

合  計 24名  

（２）学生委員会 

① 第１回学生委員会（第１回レクチャー） 

日 時：８月 15日（土）13：00～16：00 オンライン開催 

    参加者：学生 22名（欠席２名）、職員４名、滋賀県 橋本様、朝日新聞社 外園様 

  内 容：ＳＤＧｓ講座（講師：SDGs Impact Laboratory 上田様） 

県内のＳＤＧｓ関連の取組をしている自治体の紹介（６団体が参加） 

② 第２回学生委員会（第２回レクチャー） 

日 時：８月 22日（土）13：00～16：00 オンライン開催 

    参加者：学生 22名（欠席２名）、職員４名 

      内 容：取材・記事作成講座（講師：朝日新聞社 外園様）  
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③ 第３回学生委員会（第３回レクチャー）

日 時：９月 12日（土）13：00～16：00 オンライン開催 

  参加者：学生 18名（欠席５名）、職員４名 

内 容：記事の添削・校正講座（講師：朝日新聞社 外園様） 

④ 記事発表会

日 時：10月３日（日）10：00～12：00  オンライン開催

  参加者：学生 13名、動画での参加２名（欠席８名）、職員４名、立命館大学 田畑様、 

朝日新聞社 外園様、滋賀県 橋本様 

 内 容：完成した記事の取材内容について各チームが発表した。 

（３）ＳＤＧｓマップの作成 

環びわ湖大学・地域コンソーシアムに参画する大学でのＳＤＧｓに関連するイベントや

学生の自主的な活動、ゼミや研究等の情報を集約し、一体的に可視化できるようにマップ

を作成した。完成したＳＤＧｓマップは、ブックレットに掲載する他、環びわ湖大学・地

域コンソーシアムのＨＰおよび滋賀県のＨＰにて公開した。 

（４）県内の大学でのイベントへの参加 

① 立命館大学 Sustainable Week「SHIGA SDGs Studios 成果報告会」

日 時：2020年 10月 5日（月）15：30～16：30

参加者：学生３名、滋賀県知事 三日月様、立命館大学 田畑様、朝日新聞社 外園様

内 容：参加学生の中から代表の３名が記事を発表した。また、三日月 滋賀県知事

と学生でＳＤＧｓの視点で滋賀県の魅力や課題について意見交換を行った。 

【第 1 回講義の様子】 

【ＳＤＧｓマップ】 
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② 滋賀県立大学「キャンパスＳＤＧｓびわ湖大会 2020」 

日 時：2020年 11月 21日（土）14:10～16:45    

    参加者：学生４名 

    内 容：「子ども・若者」マイプロジェクト報告において、２つのチームの学生が取

材記事の説明と活動報告を実施した。 

 

（５）ＳＤＧｓキャラバンの実施 

① 前橋市立前橋高等学校 

日 時：2020年 10月 20日（火）16：00～17：30  オンライン開催 

    参加者：学生１名、生徒２名（立命館守山高校）、生徒 10名（前橋高校） 

    内 容：ＳＤＧｓの取組や実践事例を共有するとともに、地域の課題発見や解決に

ついて意見交換をした。 

② 滋賀県立守山高等学校 

日 時：2020年 11月 26日（木）15：25～16：25 事前収録録画 

    参加者：学生２名、生徒 280名（守山高校） 

    内 容：滋賀県のＳＤＧｓに関連する取組について、事前に録画した映像にて事例

を紹介した。 

 

 

③ 群馬県立大間々高校  

日 時：2020年 12月 14日（月）13：25～14：25  オンライン開催 

参加者：生徒 120名 

    内 容：「SHIGA SDGs Studios」の活動をダイジェストムービーと取材記事を用いて

紹介をした。また、「三方よし」と大間々町のつながりについて考えた。 

④ 滋賀県立水口東高等学校 

日 時：2020年 12月 16日（水）16：00～17：00  オンライン開催 

    参加者：学生２名、生徒５名 

    内 容：スーパーグローバルクラブに所属する生徒と、県内のＳＤＧｓに関連する

取組について事例を共有し、ＳＤＧｓを軸に「住みやすい街づくり」につ

いて考え意見を交換した。 

 

【滋賀県立守山高校でのキャラバンの様子】 
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（６）アーバンデザインセンターびわこ・くさつ（ＵＤＣＢＫ）での展示 

事業の取組を発信する活動の一環として、南草津駅前に所在するＵＤＣＢＫにおいて、

ポスター等を展示した。詳細については以下のとおりである。 

展示期間：2020年 12月 4日～18日 

掲示内容：「SHIGA SDGs Studios」動画（ダイジェストムービー、成果報告会）を放

映し、Ａ１に拡大印刷した環びわ湖・大学ＳＤＧｓマップを掲示した。 

（７）環びわ湖大学地域交流フェスタ 2020への参加 

2020年 12月６日（日）に開催された環びわ湖大学地域交流フェスタ 2020にて、学生支

援事業の活動報告を行った。報告内容は、「SHIGA SDGs Studios」のダイジェストムービー

を放映し、その後、代表の学生１名が記事について報告をした。 

（８）環びわ湖大学・地域コンソーシアムのホームページにてＳＤＧｓの取組の発信 

環びわ湖大学・地域コンソーシアムのホームページのリニューアルにともない、ＳＤＧｓ

の取組について情報発信するページを追加した。 

「SHIGA SDGs Studios」の活動報告として、ダイジェストムービーおよびブックレット

を掲載している。 

（９）第２回学生支援事業部会議の開催 

第２回学生支援事業部会を令和３年１月 12日（火）に開催し、本年度の学生支援事業の

進捗状況の報告および来年度の学生支援事業の計画について協議を行った。この結果、来

年度も学生の視点で滋賀の魅力をＳＤＧｓの枠組みでとらえて発信する印刷物を制作する

事業を実施することとなった。 

４．2021（令和３）年度事業計画および予算の検討 

１月 12日（火）に開催した第２回学生支援事業部会議では、次年度の事業計画と予算につい

て以下の通り協議をした。 

（１）2021年度も立命館大学が学生支援事業部会の代表校を務め、副代表校は龍谷大学・成

安造形大学が務める。 

（２）引き続きＳＤＧｓに焦点をあて、地域の魅力発信に貢献する事業展開を実施する。 

（３）2020度の実績を踏まえ、2021年度も引き続き SDGs Impact Laboratoryに業務委託を

する。 

（４）2021年度は、引き続き「滋賀のＳＤＧｓ」をテーマに据え、地域の魅力発信に貢献す

る事業を展開する。また、ここ数年の間に県内でのスポーツイベント等の開催が控えて

いるため、県外の方からも関心を引く「ツーリズム」などの視点を取り入れ、前年度と

異なる観点で滋賀の魅力を探求する。 

（５）2021 年度予算要求額は、学生委員会学生にかかわる交通費などの諸経費 10 万円、デ

ザイン・印刷等の制作委託費 80万円、印刷費や通信費等その他 10万円の合計 100 万円

とする。 

  以上 
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令和２年度 就職支援事業 報告 

 

大学産業連携事業委員会 

就職支援事業部会 

 

2020（令和２）年度の就職支援事業の状況について報告する。 

 

１ 就職支援事業部会（14大学） 

（主担当校）龍谷大学、（副担当校）滋賀大学、長浜バイオ大学 

（参画校）滋賀医科大学、滋賀県立大学、立命館大学、成安造形大学、聖泉大学、 

        びわこ成蹊スポーツ大学、びわこ学院大学、滋賀文教短期大学、滋賀短期大学、  

        放送大学、びわこリハビリテーション専門職大学 

（１）第 1回就職支援事業部会 

令和 2年 6月 19日（金） 13：30～14：40 Web（Zoom で開催） 出席：9大学 

（２）第 2回就職支援事業部会 

令和 2年 9月 10日（木） 15：15～16：10 Web（Zoom で開催）  出席：9大学 

（３）第 3回就職支援事業部会 

令和 3年 1月 22日（金） 13：30～14：00  Web（Zoom で開催） 出席：10大学 

 

２ 2020（令和２）年度事業 

（１）合同企業説明会（協力） 

   開催：6件 

 

（２）滋賀県企業人事担当者と大学就職担当者との情報交換会 

   滋賀経済産業協会主催の大学と企業との情報交流会に参加。 

   令和 2年 12月 10日（木） 15：00～17：00 クサツエストピアホテル 

   参加企業：20社、参加大学：12大学 

    

（３）就職支援に関する意見交換会・情報交換会・研修会 

  ①就職支援に関する意見交換会 

令和 2年 9月 10日（木） 13：00～15：00  Web（Zoom で開催） 

参加関係機関：8機関、参加大学：8大学 

 

  ②大学就職担当者間の情報交換会・研修会 

   令和 3年 1月 22日（金） 15：00～17：00  Web（Zoom で開催） 

   参加者：12名（8大学） 
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（４）学生を対象とした就職活動に活かす就職イベント

「しが就活塾」

令和 2年 9月 26日（土） ①10：30～13：00  Web（Zoom で開催） 

②14：00～16：30  Web（Zoom で開催） 

  参加学生：30名（延べ）、参加企業：8企業 

（５）企業採用経験者による模擬面接会 

 令和 2年 5月 15日（金）から 7月 31日（金）までの間で実施希望大学において実施済。 

（*別紙一覧表を参照） 

以 上 
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2020（令和2）年度事業 2019（令和元）年度事業

日時　9/28～9/30、10/5～10/7 　「シガシルWEBジョブフェア2020」 日時　8/19　 「滋賀ジョブフェア　2019」

※オンライン開催 場所　クサツエストピアホテル

主催：滋賀労働局、ハローワーク、滋賀県、滋賀経済産業協会、しがジョブパーク 主催：滋賀労働局、ハローワーク、滋賀経済産業協会、滋賀県中小企業団体中央会ほか

協力：環びわ湖大学・地域ｺﾝｿｰｼｱﾑ、滋賀県中小企業団体中央会 協力：環びわ湖大学・地域ｺﾝｿｰｼｱﾑ

参加企業：106社 参加企業：130社

参加学生数：144名（延べ参加人数：505名） 参加学生数：212名

日時　8/22「湖東地域就職フェア」

場所  ショッピングプラザアピア４階アピアホール　

主催：ﾊﾛｰﾜｰｸ東近江、近江八幡商工会議所、東近江地域雇用対策協議会ほか

共催：環びわ湖大学・地域コンソーシアム

参加企業：15社

参加学生数：4名

日時　9/11「甲賀市・湖南市 合同JOBフェア」 日時　6/17「甲賀市・湖南市合同ジョブフェア」

※オンライン開催 場所　クサツエストピアホテル（草津市）

主催：甲賀市役所商工労政課、湖南市役所商工観光労政課 主催：甲賀市、湖南市

協力：環びわ湖大学、地域コンソーシアム、ハローワーク甲賀、滋賀県中小企業団体中央会 共催：環びわ湖大学・地域コンソーシアム、COC+参加大学等

甲賀市工業会、甲賀市企業人権啓発推進協議会、湖南市工業会、公益社団法人湖南工業団地協会 参加企業：66社

湖南市企業・事業所人権啓発推進協議会 参加学生数：74名
参加企業：25社

参加学生数：132名

日時　8/3　「東近江市で働こう！合同就職面接会」

場所　東近江市立能登川コミュニティセンター

主催：東近江市就労対策協議会

協力：環びわ湖大学・地域ｺﾝｿｰｼｱﾑ

参加企業：44社

参加学生数：56名

日時　7/8 「おおつ学生・若者就職フェア2019」

場所　琵琶湖ホテル

主催：大津市

共催：ハローワーク大津、滋賀県中小企業団体中央会

協力：環びわ湖大学・地域ｺﾝｿｰｼｱﾑ　

参加企業：65社

参加学生数：84名

日時　10/30　「あいの甲賀土山企業面接会」

場所　ダイヤモンド滋賀

主催：あいの甲賀土山合同企業面接会実行委員会

※ 参加企業・学生数 記録なし

日時 10/29　　「湖北就活ナビ2020 業界研究会 学生就職面接会」 日時 6/28　　「湖北就活ナビ夏フェス」

場所　長浜バイオ大学 場所　長浜バイオ大学

主催：湖北就活ﾅﾋﾞ実行委員会（長浜市、米原市） 主催：湖北就活ﾅﾋﾞ実行委員会（長浜市、米原市）
共催：環びわ湖大学・地域ｺﾝｿｰｼｱﾑ、彦根・長浜地域連携協議会、ﾊﾛｰﾜｰｸ長浜、湖北地域雇用対策協議会、滋賀県労働局 共催：環びわ湖大学・地域ｺﾝｿｰｼｱﾑ、ﾊﾛｰﾜｰｸ長浜、湖北地域雇用対策協議会

協力：長浜バイオ大学、（一社）長浜ビジネスサポート協議会、米原商工会 参加企業：60社

参加企業：21社 参加学生数：87名

参加学生数：①オープニングセミナー：39名、②業界研究会：51名、③就職面接会：21名

日時 10/2　　「おおつ就職面接会2019秋」

場所　大津市役所

主催：大津市

共催：ハローワーク大津、滋賀県中小企業団体中央会

協力：環びわ湖大学・地域ｺﾝｿｰｼｱﾑ　他

参加企業：31社

参加学生数：48名

日時 12/9　　「おおつ就職面接会2020」 日時  1/21　「おおつ就職面接会2019冬」

場所：琵琶湖ホテル 場所　大津市役所

主催：大津市 主催：大津市

共催：ハローワーク大津、滋賀県中小企業団体中央会 共催：ハローワーク大津、滋賀県中小企業団体中央会

協力：大津商工会議所、大津北商工会、瀬田商工会、しがジョブパーク、滋賀県地域若者サポートステーション 協力：環びわ湖大学・地域ｺﾝｿｰｼｱﾑ　他

参加企業：39社 参加企業：49社

参加学生数：29名 参加学生数：42名

日時　2/20　「東近江市で働く！就職面接会」 日時　2/1　「東近江市で働こう！合同就職面接会」

場所　能登川コミュニティセンター 場所　能登川コミュニティセンター

主催：東近江市就労対策協議会 主催：東近江市就労対策協議会

協力：環びわ湖大学・地域ｺﾝｿｰｼｱﾑ、しがヤングジョブパーク

参加企業：20社1団体 参加企業：46社

参加学生数：9名 参加学生数：106名

日時　2/9　　「しがジョブフェア2021」 日時　１/28　　「しがジョブフェア２０２０」

場所　クサツエストピアホテル 場所　クサツエストピアホテル

主催：滋賀労働局、ハローワーク、滋賀経済産業協会、滋賀県中小企業団体中央会、しがヤングジョブパーク 主催：滋賀労働局、ハローワーク、滋賀経済産業協会、滋賀県中小企業団体中央会、しがヤングジョブパーク

協力：環びわ湖大学・地域ｺﾝｿｰｼｱﾑ 協力：環びわ湖大学・地域ｺﾝｿｰｼｱﾑ

参加企業：29社 参加企業：50社

参加学生数：22名（大学生、大学院生、短大生） 参加学生数：86名

日時　2/17　　「湖北就活ナビ　業界研究　経営者と語ろう」

場所　長浜バイオ大学

主催：湖北就活ﾅﾋﾞ実行委員会（長浜市、米原市）

共催：環びわ湖大学・地域ｺﾝｿｰｼｱﾑ、ﾊﾛｰﾜｰｸ長浜、湖北地域雇用対策協議会

※ 参加企業・学生数 記録なし

日時　3/11　　「滋賀就活フェアin彦根」　※2019年度：中止

場所　彦根ビバシティーホール

主催：彦根地域雇用対策協議会、彦根公共職業安定所

協力：環びわ湖大学・地域コンソーシアム

②

③

中止

⑬

1)合同企業説明会
⑦

④

⑤

⑨

⑥

中止

中止

中止

2020（令和2）年度　就職支援事業一覧表

開催予定なし

中止

⑫

⑧ 中止

⑩

⑪

①
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2020（令和2）年度事業 2019（令和元）年度事業

2020（令和2）年度　就職支援事業一覧表

日時　12/10　大学と企業との情報交流会 日時　12/12　大学と企業との情報交流会
場所　クサツエストピアホテル 場所　クサツエストピアホテル

参加企業： 20 社  （新型コロナウイルス感染症 感染拡大防止の観点から参加企業数を減らして開催） 参加企業：　51社

参加大学： 12 大学 参加大学：　21大学
主催：滋賀経済産業協会、環びわ湖大学・地域コンソーシアム 主催：滋賀経済産業協会、環びわ湖大学・地域コンソーシアム
※大学と滋賀経済産業協会会員企業との懇談会 ※大学と滋賀経済産業協会会員企業との懇談会

日時　9/10 関係機関との意見交換会 日時　9/11 関係機関との意見交換会
※オンライン開催 場所　環びわ湖大学・地域コンソーシアム　セミナールーム
参加：8大学、労働局：1名、滋賀県：1名、 参加：11大学、中央会：2名、労働局：1名、滋賀県：2名

　環びわ湖大学・地域ｺﾝｿｰｼｱﾑ事務局 　環びわ湖大学・地域ｺﾝｿｰｼｱﾑ事務局

日時　1/22　大学就職担当者間の情報交換会・研修会 日時　1/24　大学就職担当者間の情報交換会・研修会

場所　環びわ湖大学・地域コンソーシアム 場所　環びわ湖大学・地域コンソーシアム

参加大学：　 参加大学：11大学（13名）

主催：環びわ湖大学・地域コンソーシアム 主催：環びわ湖大学・地域コンソーシアム
テーマ：①「県内就職と学生の意識」、②「県内就職促進に向けた検討」 テーマ：①伴走型の就職・キャリア支援、②就活における企業と学生の本音と大学への要望

パネルディスカッションパネラー（企業：4社、学生：1名）

日時　9/26　「しが就活塾」 日時　12/8　「しが就活塾  1day　ワークショップ」
※オンライン開催 場所　草津市立市民交流プラザ
主催：環びわ湖大学・地域ｺﾝｿｰｼｱﾑ、、滋賀県、滋賀県中小企業団体中央会 主催：環びわ湖大学・地域ｺﾝｿｰｼｱﾑ、滋賀県、滋賀県中小企業団体中央会

学生：30名（午前18名、午後12名） 学生：22名

期間　5/15から7/31まで 期間　5/17から7/31まで

場所　実施希望大学 場所　実施希望大学5)企業採用経験者による模擬面接会

2)滋賀県企業人事担当者と大学就職
担当者との情報交換会

         滋賀県経済産業協会：1名、大津市：1名、東近江市：1名、甲賀市：1名、長浜市：1名
         彦根市：1名、草津市：1名

3)大学就職担当者間の情報交換会・
研修会の実施

　大津市：1名、長浜市：1名、草津市：1名、甲賀市：1名、東近江市：1名、

参加企業：8社（午前4社、午後4社）

4) 学生を対象とした就職活動に活かす
就職イベント（ミニ・インターンシップ）

参加企業：5社
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令和２年度 単位互換事業 報告 

 

１．令和 2年度事業報告 

令和 2 年度は新型コロナウイルス感染症に伴う対応として、学生の安全面、健康面を確保

する点を鑑み、大規模な感染リスクはないが公共交通手段を利用することや、教室での密閉

を回避するためにも単位互換履修生の受け入れ送り出しをすべて見送ることとした。 

次年度（令和３年度）に向けて開講科目、受入等のスケジュールを決定し、パンフ、ポス

ターを作成することとした。さらに次年度予算について審議承認された。 

また、びわこリハビリテーション専門職大学が環びわ湖大学・地域コンソーシアムに令和

2 年度入会したことに伴い、平成１７年に締結した単位互換にかかる包括協定書を、新しく

１３の大学・短期大学による協定書として締結することで承認され、令和３年３月１８日付

けで協定書を取り交わした。 

 

２．単位互換事業委員会結果概要 

 （１）第１回 令和 2年 6月 10日(水)～15日(月)  メール審議 

 ・令和元年度第 2 回環びわ湖大学・地域コンソーシアム単位互換事業委員会及び教務担当

者会議合同会議議事録について承認された。 

 ・令和元年度単位互換事業について報告された。 

 ・令和 2 年度の夏季集中および後期開講日程の単位互換事業の実施について審議され、す

べて見送ることとされた。 

 

（２）第２回 令和 2年 12月 1日(火) 16：15～ 環びわ事務局会議室 

・6 月の総会を経て、びわこリハビリテーション専門職大学が 7 月から入会したことによ

り、13の大学、短期大学による単位互換にかかる包括協定書（案）を提案し承認された。

今後、幹事会、総会を経て締結の手続きに入る。 

・令和 3年度単位互換事業ガイドライン（案）について提案があり承認された。 

・おうみ学生未来塾は 3大学で開講 

・令和 2年度のパンフ、ポスター作成（案）について説明があり承認された。 

・令和 3年度の単位互換事業予算(案)について説明があり承認された。 

 

 

【令和２年度担当校】 

主担当校：滋賀県立大学  

副担当校：立命館大学・びわこ成蹊スポーツ大学 
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令和２年度 広報事業報告 

１．今年度の事業計画 

(1) ホームページのデザイン変更、レンタルサーバーの移転

滋賀県が推進するＳＤＧｓ事業について、加盟大学の取り組みなどを紹介するために、容

量の大きいレンタルサーバーに変更をする。あわせて、ホームページのデザイン変更を進め

る。 

(2) ホームページの更新

定例的にホームページ掲載している内容を随時更新し、当コンソーシアムの取り組み内容

等の周知を図る。また、関係団体のイベント情報も随時掲載し、地域との連携の更なる強化

を図る。 

２．実施状況 

(1) ホームページのデザイン変更、レンタルサーバーの移転

・環びわコンソーシアムのホームページをリニューアル 〔10月 1日〕 

（携帯端末・スマートフォン対応、暗号化通信（https://）対応） 

・「SDGsへの取組」のサイトを立上げ、公開 〔10月 12日〕 

（学生支援事業部会と共同作業） 

・現在のレンタルサーバーの契約終了（10月末移転完了）

・メールシステムを Microsoft365に変更（暗号通信対応） 〔8月 20日〕 

・ネットワーク回線を ISDN回線から光回線に変更 〔9月 28日〕 

（環びわの Wi-Fi環境を整備）

(2) ホームページの更新

① お知らせ（News） 2020.4.1～2021.3.31 43件

大学地域連携課題解決支援事業 3件、学生支援事業 5件、就職支援事業 14件、

単位互換事業 3件、その他お知らせ 18件 

② コンソーシアムについて

・理事長ご挨拶

・第三ステージ宣言

・組織図

・役員一覧

・役員会議事録 2019(令和元)年度第２回総会、2020(令和２)年度第１回総会 

・財務状況 2019(令和元)年度事業報告書、収支報告書 

2020(令和２)年度事業計画、収支予算書 

・加盟団体一覧 びわこリハビリテーション専門職大学 正会員追加 
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③ SDGsへの取組（活動報告） 

・「SHIGA SDGs Studios」ダイジェストムービー 

・学生による滋賀県内の SDGs実践者の取材記事 

・SHIGA SDGs Studios Booklet 2020（デジタルブック） 

・県内の大学の SDGsへの取組を紹介する「SDGsマップ 2020」 

・学生による作成の SDGs動画（2019年度 学生支援事業） 

・各大学等、滋賀県および各市における取り組みへのリンク 

・SDGs関連のイベント等 お知らせ 14件 

④ アクセス統計 2020.10.1～2021.3.31 

ユーザ数 3,950件、セッション数 5,635件、ページビュー数 21,755件 

 

〇リニューアルしたホームページ 
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〇「SDGsへの取組」のサイト 

 

 

以上 
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令和２年度滋賀県委託事業 

「県内大学等におけるリカレント教育振興のための政策研究事業」 

 

１ 調査研究目的 

滋賀県に立地する大学・短期大学（以下「大学等」という。）におけるリカレント教育の

積極的な取組を促進することを目的として、その方策を検討する。 

 

２ 調査研究内容 

（１）プログラム開発 

(a) 県内大学等におけるリカレント教育の課題や効果を分析する。 

(b) 上記(a)および昨年度の政策研究を踏まえ、県内大学等の教育研究シーズを活用し

たリカレント教育の具体的プログラムを開発する。 

具体的には、企業人と大学関係者（教員および学生）が参加するワークショップを開

催し、養成すべき能力と態度、学習内容、学習方法、学習環境（場）について、またそ

れらを保障する仕組みについて議論する。それを踏まえて、プログラム開発を行う。 

（２）国の施策調査、現状と課題、課題を克服するために必要な方策や関係機関の協力等に

ついて整理する。 

 （３）リカレント教育推進に関する提言をとりまとめる。 

 

３ 事業実施 

(1) 未来の滋賀をになう経営者・企業人のためのリカレント教育プログラム〔ワークショップ〕 

第１回ワークショップ：「未来の滋賀をになう経営者・企業人」のイメージの共有と豊富化 

９月２５日（金）15:00～17:30 株式会社文教スタヂオ５階大会議室、オンライン(zoom) 

開催内容：未来の滋賀をになう経営者・企業人が備えるべき資質について共通のイメージ

をつくる 

1. どのような未来社会を描くのか？ 

2. 未来社会における企業の役割は？ とくに地域における役割は？ 

3. これからの企業価値を高め、企業が持続するために何をするべきか？ 

参加者：滋賀経済同友会会員（オープンガバナンス部会）31名、委員会委員 5名 

 

第２回ワークショップ：「未来の滋賀をになう経営者・企業人」になるための学びとは 

 １１月３０日（月）15:00～17:30 ホテルボストンプラザ草津びわ湖、zoom、YouTube 

４つの論点： 

1. 未来の滋賀ビジョン 

2. 学びの転換：知識から考える力へ 

3. 知の時代、学習社会への転換 

4. 大学の変革、社会と大学の相互交流 

参加者：滋賀経済同友会会員（オープンガバナンス部会）41名、学生 6名、大学教員 2名、

委員会委員 5名 
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(2) ワークショップの成果のまとめとプログラムへの落とし込み〔委員会〕 

大学連携政策事業推進委員会によるまとめ作業 

＜第１回委員会＞ 

開催日時：令和２年９月８日（火）16:05～17:35 

出 席 者：中野  桂 （滋賀大学経済学部 教授） 

（委員） 高橋 卓也 （滋賀県立大学環境科学部 教授） 

佐藤 典司 （立命館大学経営学部 教授） 

塩見 洋一 （龍谷大学先端理工学部 教授） 

仁連 孝昭 （環びわ湖大学・地域コンソーシアム 顧問） 

陪 席 者：小林 正彦（滋賀経済同友会）、山本 幸一（滋賀経済同友会）、 

橋本 明郎（滋賀県 企画調整課）、野玉 慎也（滋賀県 企画調整課）、 

大菅  進（環びわ湖大学・地域コンソーシアム 事務局長） 

 

＜第２回委員会＞ 

開催日時：令和２年１０月２３日（金）16:05～17:40 

出 席 者（委員）：中野 桂、高橋卓也、佐藤典司、塩見洋一、仁連孝昭 

陪 席 者：小林正彦、山本幸一、橋本明郎、野玉慎也、大菅 進 

 

＜第３回委員会＞ 

開催日時：令和２年１１月３０日（月）17:30～17:45 

出 席 者（委員）：中野 桂、高橋卓也、佐藤典司、塩見洋一、仁連孝昭 

陪 席 者：小林正彦、橋本明郎、大菅 進 

 

(3) 開発プログラムの中間発表と参加者によるディスカッション 

中間報告会：「未来の滋賀をになう経営者・企業人」になるための学びとは 

１２月２２日（火）15:30～17:30 ホテルボストンプラザ草津びわ湖、zoom、YouTube 

報告内容： 

1. 学習社会への転換の必要性 

2. 学習社会への転換の課題 

3. 学びの転換：知識から考える力 

参加者：滋賀経済同友会会員（オープンガバナンス部会） 22名、大学教員 1名、

委員会委員 5名 

 

(4) 最終まとめ 

「未来の滋賀をになう経営者・企業人のためのリカレント教育プログラム開発報告書」

を作成し、滋賀県に提出した。報告書を各会員へ送付し、環びわコンソーシアムのホーム

ページに掲載するとともに、各会員に活用の周知を行った。 

 

以上 
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